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町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

Ｑ
御
宿
町
経
済
は
、漁
業
・

農
業
・
商
工
業
、
観
光

で
す
。
観
光
を
中
心
と
し
た

町
づ
く
り
政
策
に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
形
で
実
行
さ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
そ
の
恩
恵

が
伝
わ
る
の
か
、
お
聞
き
し

ま
す
。

Ａ
観
光
産
業
は
経
済
波
及

の
裾
野
が
広
く
、農
業
・

漁
業
・
商
業
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
か
ら
、
観
光
振
興

を
中
心
と
し
た
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
従
来
の
夏
季
の

海
水
浴
に
加
え
、
農
業
体

験
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
釣
り

体
験
な
ど
も
観
光
協
会
を
は

じ
め
、
農
業
者
や
漁
業
者
と

具
体
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
と
連
携
の

も
と
「
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
や
「
つ
る
し
雛
め
ぐ

り
」
の
充
実
、
集
客
力
の
高

い
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
、
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
大
会
等
の

拡
充
も
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
今
年
ほ
ど
天
候
が
よ

く
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

夏
は
ま
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
海
水
浴
客
、
駐
車
場
利

用
台
数
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

市
原
鶴
舞
イ
ン
タ
ー
が
で

き
、
二
九
七
号
線
の
途
中
の

御
宿
入
口
に
観
光
看
板
で
誘

導
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

具
体
的
な
集
客
方
法
を
考

え
な
い
と
、
御
宿
は
衰
退
し

ま
す
。
観
光
を
中
心
と
し
た

町
づ
く
り
を
ど
う
思
い
ま
す

か
。

Ａ
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
を
行

政
視
察
し
強
く
感
じ
た

事
は
、
日
本
は
、
西
欧
諸
国

に
引
け
を
と
ら
な
い
美
し
い

自
然
が
あ
る
。
御
宿
は
も
っ

と
自
然
を
売
り
込
み
、
観
光

立
町
と
し
て
立
つ
べ
き
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
遊
休
農
地
の
活
用

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
、

活
性
化
を
図
り
、
将
来
的
に

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
今
月
は
伊
勢
え
び
祭

り
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
大
会
が
行
わ
れ
、二
十
八
、

二
十
九
日
は
、
隣
の
勝
浦
市

で
Ｂ
‐
１
グ
ル
メ
関
東
甲
信

越
大
会
、
御
宿
は
祭
り
が
あ

り
、
交
通
状
況
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

Ａ
九
月
二
十
八
、
二
十
九

日
の
勝
浦
Ｂ
‐
１
グ
ラ

ン
プ
リ
へ
の
対
応
で
す
が
、

一
二
八
号
線
は
、
看
板
に
よ

り
、
大
原
台
入
口
を
右
折
さ

せ
、
新
宿
に
行
き
、
真
常
寺

先
の
農
協
倉
庫
の
交
差
点
を

左
折
、
実
谷
を
通
り
部
原
に

抜
け
ま
す
。

　

神
輿
の
渡
御
は
、
九
月
二

十
八
日
、国
道
を
通
る
の
が
、

午
後
一
時
か
ら
三
時
半
で
、

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
に
は
早
目

に
来
る
よ
う
に
周
知
し
て
い

ま
す
。
住
民
の
町
内
移
動
が

不
自
由
に
な
り
ま
す
が
、
区

長
会
で
も
、
渋
滞
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
町
長
自
身
、
今
年
の
夏

の
観
光
に
対
し
ど
う
感

じ
ま
し
た
か
。

Ａ
天
候
も
よ
く
、
暑
い
日

が
続
き
ま
し
た
が
、
実

績
は
、
昨
年
を
下
回
り
ま
し

た
。

第 3 回 定例会

※
一
般
質
問
の
内
容
は
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

日程第1号（9月10日）・日程第2号（9月11日）

今定例会では、5 議員が一般質問を行いました。

▲ 　世界で活躍するライフセーバーと
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圏
央
道
が
開
通
し
、
市
原

鶴
舞
イ
ン
タ
ー
を
お
り
て
、

勝
浦
に
下
る
国
道
二
九
七
号

線
が
毎
日
渋
滞
し
て
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
勝
浦
市

に
入
っ
た
車
は
御
宿
に
こ
な

い
で
、
ほ
と
ん
ど
が
鴨
川
方

面
に
下
る
と
い
う
こ
と
で
、

今
ま
で
東
金
有
料
道
路
か
ら

波
乗
り
道
路
、
一
二
八
号
線

を
下
っ
て
き
た
お
客
が
、
圏

央
道
開
通
に
よ
り
二
九
七
号

線
に
流
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
点
は
福
島
原
発
の

汚
染
水
に
関
係
し
て
、
三
・

一
一
に
か
か
わ
る
津
波
、
地

震
に
関
す
る
風
評
の
余
波
が

残
っ
て
い
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

圏
央
道
に
関
連
し
て
、
御

宿
に
下
る
交
差
点
に
案
内
サ

イ
ン
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
御
宿
の
宝
で
あ
る
海
岸

が
職
員
の
努
力
に
よ
っ

て
清
掃
さ
れ
、
県
下
一
の
砂

浜
、
い
つ
来
て
も
き
れ
い
だ

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

専
属
で
置
い
て
、
御
宿
の

宝
を
磨
い
て
も
ら
い
ま
せ
ん

か
。Ａ

海
岸
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ナ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
、
一
定
の
期
間
雇
用
す
る

形
態
で
採
用
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
に
つ
い

てＱ
指
定
ご
み
袋
導
入
後
の

ご
み
処
理
対
策
は
、
ど

う
い
う
状
況
な
の
か
。ま
た
、

今
年
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
が

カ
ラ
ー
版
に
な
り
、
一
部
に

見
に
く
い
と
い
う
こ
と
を
耳

に
し
ま
し
た
。
こ
の
辺
の
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
ご
み
の
指
定
袋
制
は
、

住
民
の
協
力
の
下
、
排

出
・
分
別
状
況
は
概
ね
順
調

で
、
ご
み
の
量
も
二
十
％
減

量
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い

排
出
場
所
も
あ
り
、
排
出
袋

及
び
分
別
排
出
の
徹
底
を
図

る
た
め
、
収
集
車
両
や
排
出

場
所
へ
の
看
板
掲
示
、
広
報

紙
に
よ
り
周
知
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
見
づ

ら
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

町
内
業
者
か
ら
の
寄
付
に
よ

り
カ
ラ
ー
版
の
大
き
な
サ
イ

ズ
に
形
状
変
更
し
て
い
ま

す
。
収
集
日
、
収
集
品
目
を

色
分
け
に
よ
り
表
示
し
た
も

の
が
見
づ
ら
い
、
色
の
識
別

が
つ
か
な
い
等
の
意
見
が
あ

り
ま
す
。
次
年
度
以
降
は
、

色
分
け
部
分
に
丸
囲
み
、
模

様
を
施
す
な
ど
工
夫
し
ま

す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
今
年
の
夏
季
観
光
の
状

況
は
、
質
の
低
下
が
さ

さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

は
禁
止
だ
と
思
っ
て
い
た

ら
、
取
締
ま
り
が
ア
バ
ウ
ト

な
状
況
。
テ
ン
ト
で
の
寝
泊

ま
り
、
タ
ト
ゥ
ー
等
、
海
岸

周
辺
の
ル
ー
ル
作
り
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ
海
水
浴
場
内
で
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
は
、
危
険
防

止
の
た
め
遠
慮
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
海
水
浴
場
以
外

に
は
規
制
が
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ン
プ
も
規
制
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
犯
罪
防
止
の
た
め

行
わ
な
い
よ
う
看
板
で
注
意

喚
起
を
し
て
い
ま
す
。　

　

入
れ
墨
等
は
規
制
が
難
し

く
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
の
着
用
を

啓
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
徹
底
し
た
ル
ー
ル
が
な

い
た
め
、
観
光
客
へ
の

対
応
が
で
き
な
い
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
等
は
早

急
に
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

そ
れ
と
、
記
念
館
前
広
場

に
音
響
設
備
し
て
、
コ
ン

サ
ー
ト
等
に
有
効
利
用
で
き

な
い
か
。
町
、
観
光
協
会
、

商
工
会
等
一
丸
と
な
り
、
集

客
に
向
け
て
の
対
策
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
対
応
、

記
念
館
前
広
場
の
活
用

も
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

活
動
補
助
に
つ
い
て
、

二
百
万
円
の
予
算
が
組
ま

れ
、
前
年
百
万
円
の
予
算
が

な
ぜ
倍
に
な
っ
た
の
か
、
ど

ん
な
団
体
が
ど
ん
な
事
業
に

取
り
組
む
の
か
教
え
て
下
さ

い
。Ａ

年
間
四
事
業
を
限
度
に

対
象
事
業
費
の
二
分
の

一
以
内
で
、
補
助
限
度
額
は

五
十
万
円
で
す
。

　

今
年
度
の
団
体
は
、
雛
の

会
、
御
宿
台
区
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気
、

岩
和
田
区
で
す
。

　

雛
の
会
は
、
ま
ち
か
ど
つ

る
し
雛
巡
り
の
盛
り
上
げ

を
、
商
工
会
婦
人
部
と
は
別

に
、
独
自
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
展
示
し
ま
す
。

　

御
宿
台
区
は
、
区
民
や
他

の
地
区
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
秋

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気
は

大
人
の
遊
び
塾
を
、
昔
培
っ

た
技
術
を
持
つ
講
師
が
た
こ

づ
く
り
な
ど
、
遊
び
の
教
室

を
開
催
し
、
参
加
者
、
講
師

が
生
き
が
い
を
感
じ
る
効
果

を
目
指
し
ま
す
。

　

岩
和
田
区
は
、
岩
和
田
港

祭
り
を
開
催
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

▲ 私たちも環境について学びます。

滝
口
一
浩 

議
員
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Ｑ
メ
キ
シ
コ
、
テ
カ
マ

チ
ャ
ル
コ
市
へ
の
旅

費
、
国
際
交
流
事
業
と
し
て

二
百
五
十
万
円
補
正
予
算
が

組
ま
れ
ま
し
た
が
、
次
世
代

を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
遠
征
支
援
や
海
外

留
学
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
、

援
助
を
す
る
予
算
組
み
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ
部
活
動
の
県
大
会
出
場

や
、
公
の
機
関
等
が
関

係
す
る
全
国
大
会
へ
の
出
場

者
へ
の
補
助
は
大
会
出
場
一

日
あ
た
り
五
千
円
、
限
度
額

は
二
万
円
で
す
。

　

今
後
、
よ
り
効
果
が
期
待

で
き
る
助
成
方
法
は
な
い
か

検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
役
場
若
手
職
員
等
の
海

外
研
修
の
推
進
に
つ
い

て
、
世
界
に
通
用
す
る
若
手

の
人
材
育
成
に
、
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ａ
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
世

界
大
会
、
テ
カ
マ
チ
ャ

ル
コ
市
と
の
姉
妹
都
市
協
定

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状

況
も
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
定

し
、
自
治
体
も
国
際
化
に
対

応
す
る
た
め
、
職
員
採
用
で

は
外
国
語
能
力
を
重
視
し
、

長
期
的
な
研
修
も
検
討
し
ま

す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
町
職
員
の
民
間
企
業
へ

の
派
遣
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
研
修
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
三
年
目
位
ま
で
の
職
員

を
、
係
長
か
ら
課
長
補

佐
が
講
師
と
な
り
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

二
年
目
の
職
員
は
、
ご
み

収
集
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
三
日
間
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
研
修
、体
験
研
修
、

千
葉
県
へ
一
年
間
の
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
す
。
民
間
研
修

は
、
職
員
数
減
少
の
た
め
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

管
理
職
は
、
勤
務
評
定
を

行
い
ま
す
の
で
、
人
事
管
理

研
修
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
社
会
福
祉
協
議
会
に
シ

ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
を

設
置
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
バ
ン
ク
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
違
い
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。 

Ａ
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢

者
等
の
雇
用
の
安
定
等

に
関
す
る
法
律
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
活
動
が
法
人
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
材
バ
ン

ク
は
任
意
の
団
体
で
す
。

　

法
律
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
国
の
補

助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。　

　

市
町
村
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
上
部
組
織
に
、

千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
、
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
と
い
う
組
織
的
な
繋
が
り

が
あ
り
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
バ
ン
ク
を
選
択
し
た
理

由
と
今
の
状
況
を
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

Ａ
シ
ル
バ
ー
人
材
の
需
要

と
供
給
、
運
営
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
、
施
行
し

て
か
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
人
材
バ
ン
ク
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
格
上

げ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の

で
、
状
況
に
応
じ
た
選
択
を

す
る
た
め
バ
ン
ク
か
ら
始
め

ま
し
た
。

　

設
置
計
画
は
、
五
月
に
シ

ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
設
置
要

綱
を
施
行
。
同
月
に
社
会
福

祉
協
議
会
へ
業
務
委
託
。
六

月
に
作
業
登
録
者
の
募
集
。

七
月
に
登
録
者
へ
の
説
明
会

を
実
施
し
、
会
員
登
録
は
現

在
十
名
で
す
。

　

本
月
か
ら
、
作
業
依
頼
の

募
集
を
し
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
全
町
公
園
化
計
画
に
つ

い
て
、
こ
の
数
年
で
町

な
か
は
ど
こ
が
変
わ
っ
た
の

か
、
答
弁
願
い
ま
す
。

Ａ
町
な
か
や
海
岸
に
お
け

る
清
掃
活
動
の
徹
底
や

街
路
整
備
、
緑
豊
か
な
里
山

環
境
の
保
全
、
花
の
植
栽
管

理
な
ど
、
町
全
体
が
公
園
で

あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、

町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

全
町
公
園
化
の
取
り
組
み

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
得
て
桜
の
植
樹
活
動

を
行
い
、
ま
た
、
桜
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
桜
マ
ッ

プ
を
企
画
作
成
し
、
桜
を
め

ぐ
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ａ
私
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

は
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。

　

徹
底
し
て
町
な
か
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
、
美
し
い
自

然
、
き
れ
い
な
砂
浜
、
緑
豊

か
な
里
山
環
境
が
あ
る
ふ
る

さ
と
御
宿
。
住
民
や
観
光
客

が
、
安
ら
ぎ
と
清
涼
感
を
感

じ
え
る
御
宿
を
目
指
し
努
力▲ 御宿ブルーが鮮やかなつるし雛
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し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
最
大
の
資
産
が
海
岸
と

海
で
す
。
中
央
か
ら
浜

海
岸
の
砂
防
ネ
ッ
ト
が
汚
い

状
況
で
す
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
県
が
飛
砂
対
策
の
た
め
、

砂
防
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、

一
部
切
れ
か
か
っ
て
い
ま
す
。

夷
隅
土
木
事
務
所
が
補
修
を

行
い
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
夏
に
な
る
と
町
内
全
域

で
不
法
投
棄
が
増
え
ま

す
が
、
見
つ
け
た
場
合
、
ど

の
よ
う
に
対
応
を
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

Ａ
不
法
投
棄
は
土
地
の
所

有
者
が
対
応
し
、
道
路

等
の
場
合
は
、
警
告
シ
ー
ル

等
を
張
り
、
一
定
期
間
警
告

し
た
後
に
処
理
し
ま
す
。

　

指
定
さ
れ
た
資
源
ご
み
以

外
の
ご
み
が
放
置
さ
れ
る
な

ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
衛
生
委

員
、
区
役
員
と
相
談
の
上
、

位
置
変
更
、
撤
去
の
対
応
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
と
ま
っ
た
放
置
ご
み

は
、違
反
の
警
告
を
し
て
も
、

ご
み
が
ご
み
を
生
む
よ
う
な

状
況
と
な
り
、
警
察
や
県
地

域
振
興
事
務
所
等
に
通
報
し

た
後
、
周
辺
の
方
た
ち
の
対

応
範
囲
を
超
え
る
場
合
は
町

で
収
集
し
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
夏
は
、
中
央
駐
車
場

の
ご
み
が
ひ
ど
い
状

況
で
す
。
ポ
イ
捨
て
ご
み

に
対
す
る
対
応
は
ど
う
で

す
か
。

Ａ
夏
季
の
海
岸
付
近
に
お

け
る
ご
み
収
集
は
、
夏

季
専
用
の
海
岸
ご
み
等
の
集

積
場
所
は
、
定
時
に
回
収
し

て
い
ま
す
。

　

海
岸
周
辺
の
美
化
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ

は
、
管
理
す
る
方
に
協
力
い

た
だ
き
、
青
い
袋
に
て
回
収

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
御
宿
高
校
跡
地
グ
ラ
ウ

ン
ド
利
用
に
つ
い
て
、

賃
貸
者
契
約
が
結
ば
れ
、
今

後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
の
状

況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
こ
れ
か
ら
詳
細
な
協
議

に
入
り
ま
す
が
、
学
校

に
貸
し
付
け
し
学
校
側
で
管
理

す
る
た
め
、
学
校
側
の
使
用
が

優
先
す
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

後
に
町
民
、
宿
泊
業
な
ど
を
営

む
方
の
利
用
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
月
の
沙
漠
通
り
は
、
海

岸
の
防
波
堤
を
利
用

し
、
緑
の
松
を
背
景
に
、
網

代
湾
の
白
い
砂
と
青
い
海
を

一
望
で
き
る
道
路
と
し
て
整

備
さ
れ
た
が
、
二
百
五
十
万

円
か
け
違
法
駐
車
防
止
ポ
ー

ル
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

か
え
っ
て
前
よ
り
道
幅
が
狭

く
な
り
危
険
な
状
況
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
辺
の
経
緯
を
伺

い
ま
す
。

Ａ
月
の
沙
漠
通
り
開
通
と

同
時
に
、
両
側
が
駐
車

禁
止
に
規
制
さ
れ
た
が
、
半

年
後
駐
車
が
多
い
た
め
、
砂

防
林
側
の
規
制
を
解
除
し
、

平
成
二
十
三
年
度
ま
で
右
側

だ
け
が
駐
車
禁
止
で
し
た
。

　

夏
季
は
違
法
駐
車
が
多
く

発
生
す
る
た
め
、
い
す
み
警

察
署
長
の
許
可
に
よ
り
、
カ

ラ
ー
ポ
ー
ル
を
設
置
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
職
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
や
警
備
員
を
配

置
し
、
違
法
駐
車
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
。

　

夏
季
以
外
の
シ
ー
ズ
ン

は
、
砂
防
林
側
は
駐
車
違
反

で
な
い
た
め
、
サ
ー
フ
ァ
ー

に
よ
る
駐
車
が
日
常
化
し
、

環
境
悪
化
や
通
行
車
輌
の
妨

げ
行
為
が
多
く
見
ら
れ
、
役

場
へ
改
善
要
望
が
多
く
寄
せ

ら
れ
、
議
会
で
も
問
題
改
善

を
求
め
る
質
問
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
千
葉

県
公
安
委
員
会
が
駐
車
禁
止

標
識
を
設
置
し
、
両
側
が
駐

車
禁
止
と
な
っ
て
も
駐
車
違

反
が
改
善
さ
れ
な
い
た
め
、

い
す
み
警
察
署
か
ら
要
望
が

あ
り
、
違
法
駐
車
防
止
ポ
ー

ル
を
本
年
四
月
に
設
置
し
ま

し
た
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
一
部
マ
ナ
ー
の
悪
さ
は

目
に
つ
き
ま
す
が
、
カ

ラ
ー
ポ
ー
ル
設
置
前
に
、
警
察

の
取
締
り
、
駐
車
場
整
備
も
踏

ま
え
サ
ー
フ
ァ
ー
関
係
者
、
観

光
客
、
地
元
住
民
、
町
で
な
ぜ

協
議
で
き
な
か
っ
た
の
か
伺
い

ま
す
。

Ａ
こ
の
問
題
は
、
リ
ゾ
ー

ト
環
境
を
大
事
に
す
る

視
点
、
交
通
安
全
、
人
命
を

大
事
に
す
る
管
理
者
と
し
て

の
立
場
で
す
。

　

構
造
物
を
作
っ
た
こ
と

で
、
環
境
が
悪
く
な
っ
た
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
非
常

に
危
な
い
で
す
。
あ
の
道
路

を
作
っ
た
目
的
は
、
岩
和
田

方
面
か
ら
千
葉
銀
行
の
交
差

点
に
出
る
道
路
が
渋
滞
し
、

そ
の
迂
回
路
で
す
。

　

あ
そ
こ
は
散
歩
の
道
で
あ

り
海
を
楽
し
む
道
と
理
解
し

て
い
ま
す
。
町
の
考
え
で
決

定
し
た
結
果
で
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

▲ 御宿漁港
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Ｑ
御
宿
漁
港
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
制
度
の
導
入
も
含
め

検
討
す
る
。

　

建
物
も
老
朽
化
し
小
さ

な
漁
港
で
す
。
マ
リ
ー
ナ

と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

植
栽
、
カ
フ
ェ
、
遊
歩
道

等
整
備
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

漁
協
と
今
年
度
か
ら
進
め

ら
れ
な
い
の
か
、
伺
い
ま

す
。Ａ

漁
港
に
お
け
る
漁
船

以
外
の
船
舶
の
利
用

は
、
漁
船
の
利
用
に
支
障

が
な
い
場
合
に
限
り
認
め

ら
れ
、
漁
業
へ
の
影
響
、

磯
根
資
源
の
適
正
管
理
の

観
点
か
ら
も
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

陸
の
施
設
は
、
漁
協
が

所
有
す
る
市
場
施
設
と
上

屋
が
あ
り
ま
す
が
、
耐
震

性
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の

ま
ま
活
用
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

今
後
、
漁
業
者
や
漁
協

を
中
心
に
、
関
係
者
で
協

議
、
活
用
方
法
を
検
討
し

ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
六
月
に
温
泉
事
業
に
つ

い
て
指
摘
し
ま
し
た

が
、
観
光
協
会
が
事
業
主
体

と
言
え
、
町
長
の
公
約
で
あ

り
町
の
責
任
で
も
あ
り
ま

す
。
今
の
経
過
状
況
の
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
事
業
主
体
で
あ
る
観
光

協
会
が
、
実
施
に
向
け

温
泉
源
と
契
約
内
容
の
協
議

中
で
、
稼
働
に
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

町
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
に
お
け

る
就
労
の
場
の
確
保
に
つ
い

てＱ
町
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
お

け
る
就
労
の
場
の
確
保

で
す
が
、
平
成
二
十
五
年
度

予
算
で
観
光
協
会
等
に
委
託

の
イ
ベ
ン
ト
は
ど
の
位
あ

り
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
観
光
協
会
等
に
委
託
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
、

花
火
大
会
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大
会
、
伊
勢
え
び
祭
り
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
海
の
花

祭
り
、
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

と
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

商
工
会
に
は
吊
る
し
雛
め
ぐ

り
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
事
業
の
う
ち
、
花
火

大
会
と
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

は
実
行
委
員
会
を
組
織
し
運

営
し
、
そ
の
他
の
事
業
は
観

光
協
会
、
商
工
会
が
主
体
で

運
営
し
て
い
ま
す
。
担
当
課

以
外
の
職
員
は
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
吊
る
し
雛
め

ぐ
り
の
他
は
、
全
て
協
力
し

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
観
光
協
会
が
一
般
社
団

法
人
化
さ
れ
五
年
を
迎

え
、
年
間
五
百
万
円
位
の
委

託
事
業
費
を
出
資
し
て
い
る

の
に
、
私
が
調
べ
た
と
こ
ろ

で
は
、
伊
勢
え
び
祭
り
に
お

い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
は

延
べ
二
十
九
名
で
休
日
勤
務

手
当
が
四
十
五
万
五
千
六
百

二
十
六
円
、
平
成
二
十
四
年

度
は
三
十
一
名
で
四
十
一
万

三
千
九
百
九
十
五
円
。
そ
の

他
、
時
間
外
手
当
が
二
万
六

千
六
百
六
十
九
円
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
内
に
雇
用
先
の
少
な
い

中
、
職
員
を
休
日
出
勤
、
時

間
外
等
に
よ
り
使
う
の
で
は

な
く
、
町
内
で
雇
用
の
確
保

を
図
れ
な
い
か
。

Ａ
町
で
も
担
当
者
の
一
定

の
関
与
は
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
観
光
協
会
の

収
益
事
業
の
所
管
外
職
員
の

協
力
は
、
観
光
協
会
と
協
議

の
上
、
極
力
縮
小
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
は
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で

す
。
町
内
の
雇
用
は
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
、育
成
な
ど
も
含
め
、

観
光
協
会
と
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

緊
急
時
の
避
難
誘
導
と
危
険

箇
所
の
周
知
に
つ
い
て

Ｑ
町
内
の
土
砂
災
害
危
険

区
域
の
件
数
、
指
定
状

況
に
つ
い
て
、
ま
た
、
土
砂

災
害
区
域
、
危
険
箇
所
に
お

け
る
安
全
対
策
や
、
危
険
区

域
の
住
民
に
対
す
る
周
知
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
は
、
県
が
土
砂
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
お

そ
れ
の
あ
る
場
所
の
地
形
、

地
質
、
土
地
の
利
用
状
況
な

ど
を
調
査
し
、
区
域
に
指
定

す
る
か
地
権
者
説
明
会
を
行

い
、
異
議
が
な
け
れ
ば
町
長

が
知
事
に
同
意
書
を
回
答
し

指
定
さ
れ
ま
す
。

　

県
が
調
査
し
た
土
砂
災
害

の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
は
、

町
内
に
八
十
六
カ
所
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
三
十
八
カ
所

は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
被
害
を
防
ぐ

に
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
と
い
う
考
え
が
重
要
で

す
が
、
大
雨
警
報
が
発
令
さ

れ
る
状
況
で
土
砂
災
害
発
生

の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
時
、

町
長
が
災
害
対
策
基
本
法
第

六
条
に
よ
る
避
難
勧
告
等
の

▲ 御宿特産伊勢えび

小
川
　
征 

議
員
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指
示
を
適
切
に
行
え
る
よ

う
、
気
象
庁
と
千
葉
県
の
土

砂
災
害
警
報
の
発
表
を
受
け

て
防
災
無
線
や
広
報
車
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
等
で
危
険
箇
所

の
住
民
へ
情
報
を
提
供
し
、

早
め
の
避
難
の
呼
び
か
け
に

努
め
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
緊
急
避
難
勧
告
が
出
た

時
に
、
老
人
要
援
護
者

は
ど
の
関
係
機
関
が
行
う
の

か
、
連
絡
体
制
や
連
携
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
説
明
願
い
ま
す
。

Ａ
要
援
護
者
関
係
は
、
三

年
か
け
台
帳
の
整
理
を

し
て
い
ま
す
。
現
在
二
百
七

十
六
名
の
要
援
護
者
が
い
ま

す
の
で
、
防
災
対
策
本
部
等

と
連
携
し
、
災
害
時
の
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
町
は
防
災
用
に
、ゴ
ザ
、

毛
布
等
は
ど
の
位
用
意

し
て
あ
る
の
か
。

Ａ
旧
岩
和
田
小
学
校
、
校

舎
と
体
育
館
で
畳
が
七

十
八
枚
、
下
敷
き
が
二
十
枚

で
す
。
旧
御
宿
高
校
は
ア
ル

ミ
マ
ッ
ト
が
二
百
枚
、
下
敷

き
と
な
る
マ
ッ
ト
が
五
十

枚
、
マ
ッ
ト
レ
ス
七
十
二
枚

で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
本
年
度
予
算
で
老
朽
化

し
た
橋
、
道
路
、
ト
ン

ネ
ル
な
ど
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
説
明
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ
主
要
幹
線
町
道
六
路
線

に
つ
い
て
、
舗
装
の
劣

化
状
態
を
調
査
す
る
路
面
性

状
調
査
は
既
に
発
注
済
み

で
、
劣
化
の
進
ん
だ
道
路
か

ら
計
画
的
に
舗
装
修
繕
を
行

い
ま
す
。
本
年
度
は
約
二
百

メ
ー
ト
ル
程
度
の
舗
装
修
繕

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
調
査
は
、
高
山

田
西
淋
寺
二
カ
所
、
岩
和
田

二
カ
所
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
、
目
視
検
査
や
打
音
検
査

に
よ
り
点
検
を
行
う
予
定
で

す
。
点
検
の
結
果
に
よ
り
、

今
後
の
補
修
計
画
を
ま
と
め

ま
す
。

　

橋
梁
は
、
橋
梁
長
寿
命
化

計
画
に
よ
り
、
地
曳
橋
の
補

修
設
計
を
平
成
二
十
六
年

度
、
補
修
工
事
を
平
成
二
十

七
年
度
、
文
教
橋
の
設
計
を

平
成
二
十
八
年
度
、
工
事
を

平
成
二
十
九
年
度
で
、
後
期

計
画
で
は
天
神
橋
の
補
修
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
月
の
沙
漠
記
念
館
前
の

橋
は
、設
計
等
含
め
て
、

早
急
に
直
さ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
が
、
状
況
は
ど
う
で

す
か
。

Ａ
記
念
館
前
の
砂
丘
橋
で

す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
剥
離
が
あ
り
、
歩
く
と
底

が
抜
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
応
急
処
置
と
し
て
、
す

の
こ
状
の
工
作
物
で
、
一
点

に
力
が
集
中
し
な
い
よ
う
な

措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

一
時
的
対
策
で
す
。

　

橋
は
三
十
四
年
経
過
し
、

海
沿
い
の
吹
き
さ
ら
し
で
か

な
り
状
態
が
悪
い
の
で
調
査

を
し
て
、
架
け
替
え
か
補
修

か
を
判
断
し
対
応
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

Ｑ
児
童
生
徒
の
安
全
対
策

と
し
て
、
通
学
路
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
、
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
会
か
ら
の

通
学
路
の
安
全
対
策
の
要
望

の
実
施
状
況
も
お
願
い
し
ま

す
。Ａ

学
校
で
は
交
通
安
全
教

室
や
地
域
安
全
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
、
学
年
に
合
わ

せ
た
教
育
を
行
い
、
危
険
回

避
の
意
識
が
習
慣
化
さ
れ
る

ま
で
繰
り
返
し
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

学
期
の
始
ま
り
や
毎
月
十

日
に
は
登
校
時
に
教
職
員
が

児
童
と
一
緒
に
歩
く
交
通
指

導
な
ど
を
行
い
、
教
職
員
が

通
学
路
の
道
路
状
況
や
周
辺

の
環
境
を
把
握
し
、
保
護
者

会
な
ど
で
意
見
を
聞
き
通
学

路
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
会
か
ら

の
通
学
路
の
安
全
対
策
の
要

望
の
実
施
状
況
は
、
通
学
路

の
危
険
箇
所
を
、
教
育
委
員

会
、
学
校
、
保
護
者
代
表
、

道
路
管
理
者
な
ど
が
合
同
で

確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

の
中
で
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
最
近
、
町
内
や
近
隣
市

町
村
で
発
生
し
た
不
審

者
の
発
生
事
件
な
ど
の
状
況

に
つ
い
て
、
ま
た
、
不
審
者

情
報
を
受
け
た
後
、
学
校
の

対
応
策
や
保
護
者
へ
の
周
知

方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
本
年
度
に
入
り
、
町
内

で
の
不
審
者
情
報
が
２

件
あ
り
ま
し
た
。
直
接
学
校

へ
通
報
が
あ
っ
た
も
の
で
、

子
供
た
ち
へ
直
接
危
害
を
加

え
た
も
の
で
は
な
く
、
不
審

な
行
動
を
と
っ
て
い
た
者
が

い
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

い
す
み
警
察
署
管
内
で
の

女
性
や
子
供
を
対
象
と
す
る

▲ 砂丘橋からラクダ像をのぞむ
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瀧
口
義
雄 

議
員

一
一
〇
番
通
報
は
、
平
成
二

十
五
年
一
月
か
ら
八
月
で
七

件
あ
り
ま
し
た
。

　

不
審
者
情
報
が
学
校
に

入
っ
た
場
合
は
、
警
察
署
へ

連
絡
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

と
と
も
に
、
小
学
校
は
集
団

下
校
と
し
、
職
員
が
付
き
添

う
。
中
学
校
も
教
員
が
巡
回

す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て

い
ま
す
。

　

保
護
者
へ
の
周
知
方
法

は
、
学
校
か
ら
保
護
者
へ
一

斉
メ
ー
ル
等
に
よ
り
、
不
審

者
情
報
を
提
供
し
、
注
意
を

促
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
十
月
二
十
七
日
に
消
防

団
フ
ェ
ス
タ
を
行
い
ま

す
が
、
教
育
委
員
会
が
学
校

側
と
話
し
合
い
を
し
て
、
中

学
生
の
参
加
を
お
願
い
す

る
。
消
防
団
も
少
子
高
齢
化

で
団
員
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
中
学
生
に
な
れ
ば
、

い
ざ
災
害
、火
災
と
な
れ
ば
、

手
助
け
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
中
学
生
が
参
加
で
き

る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た

い
の
で
す
が
、
教
育
長
ど
う

で
す
か
。

Ａ
大
変
大
事
な
子
供
た
ち

の
命
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
自
分
た
ち
で
も
そ

う
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

ぜ
ひ
、
そ
う
い
う
機
会
を

通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の

参
加
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
長
）

行
政
事
務
に
つ
い
て

Ｑ
こ
の
図
表
等
は
総
務
課

及
び
総
務
課
か
ら
の
情

報
公
開
の
も
の
で
す
。
三
．

一
一
の
時
は
御
宿
台
の
集
会

所
に
町
民
が
避
難
し
て
い
ま

し
た
が
、
な
ぜ
、
避
難
所
と

し
て
指
定
さ
れ
な
い
の
か
、

西
武
鉄
道
所
有
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
御
宿
台
の

避
難
場
所
は
多
目
的
広
場
で

す
。
町
の
主
導
の
も
と
避
難

所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す

こ
と
を
、
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
ど
う
で
す
か
。

Ａ
地
域
防
災
計
画
で
す

と
、
体
育
館
と
か
一
定

の
間
そ
こ
で
生
活
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
指
定
し
て
い
ま

す
。
高
台
と
い
う
現
状
が

あ
っ
て
現
実
に
避
難
し
て
い

る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、

検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
補
助
金
の
支
出
に
関
し

て
、
通
常
の
場
合
、
補

助
金
の
申
請
、
交
付
は
、
申

請
者
自
身
が
申
請
目
的
に
使

う
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

支
出
に
関
し
、
決
算
報
告

に
て
、
ど
の
よ
う
な
使
途
の

検
証
が
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
通
常
、
補
助
事
業
等
が

完
了
し
た
時
は
、
補
助

事
業
の
成
果
を
記
載
し
た
実

績
報
告
書
に
収
支
決
算
書
を

添
え
て
提
出
を
求
め
、
確
認

し
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
二
ペ
ー
ジ
の
表
、
御
宿

台
管
理
会
社
の
防
犯
灯

だ
け
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
十
二
年
、
区
が
設
立

し
て
か
ら
載
せ
て
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
管
理
会

社
が
防
犯
灯
に
関
し
て
は
支

出
し
て
い
ま
す
ね
。

Ａ
収
支
報
告
書
に
な
っ
て

い
て
、支
出
の
部
分
は
、

こ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
平
成
十
二
年
に
御
宿
台

が
設
立
さ
れ
、
当
時
定

住
者
が
三
百
軒
で
し
た
。
補

助
金
を
つ
け
て
、
補
助
費
用

い
ろ
ん
な
形
で
便
宜
を
図
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
防
犯
灯

も
そ
う
で
す
が
、三
ペ
ー
ジ
、

平
成
十
二
年
か
ら
二
十
四
年

度
ま
で
町
が
交
付
し
た
も
の

は
こ
れ
で
よ
ろ
し
い
ん
で
す

ね
。
十
七
年
度
ま
で
は
管
理

会
社
へ
付
け
替
え
と
い
う
形

で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
何

で
十
七
年
か
ら
十
八
年
度
に

変
わ
っ
た
の
か
。
こ
の
表
は

こ
れ
で
よ
い
の
か
。

Ａ
三
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
こ

の
と
お
り
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
摘
要
欄
の

備
考
の
欄
に
、
十
七
年
ま
で

は
支
出
が
あ
る
と
、
十
八
年

度
か
ら
支
出
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
な
ぜ
十
八
年
度
か
ら
支

出
が
な
い
ん
で
す
か
。

Ａ
三
ペ
ー
ジ
上
段
に
書
い

て
あ
る
よ
う
に
十
四
年

の
一
部
ま
で
は
、
十
四
年
度

に
一
括
で
管
理
会
社
に
支
払

わ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
十
五

年
度
か
ら
十
七
年
度
ま
で
の

三
年
間
は
年
度
ご
と
に
区
か

ら
管
理
会
社
に
、
町
か
ら
交

付
を
受
け
た
補
助
金
が
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
八
年
度
以
降
二
十
四
年

度
ま
で
、
御
宿
台
区
と
し
て

町
の
補
助
金
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
管
理
会
社
の
支
払
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
御
宿
台
区

長
に
確
認
し
ま
し
た
が
、
防

犯
灯
は
御
宿
台
に
お
い
て
良

好
な
住
環
境
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
売
主
、
管
理

者
及
び
利
用
者
の
間
で
合
意

さ
れ
た
御
宿
台
管
理
規
則
第

八
条
に
定
め
る
共
用
施
設
で

年　度

御宿台　防犯灯補助金

平成 12年度 平成 12・13・14年度分

一括管理会社支払

計 686,400 円

平成 15・16・17年度分

計 679,200 円

平成 13 年度

平成 14 年度

平成 15 年度

平成 16 年度

平成 17 年度

平成 18 年度 支払なし

支払なし

支払なし

支払なし

支払なし

支払なし

支払なし（計 1,526,749 円）

平成 19 年度

平成 20 年度

平成 21 年度

平成 22 年度

平成 23 年度

平成 24 年度

町から御宿区に交付された防犯灯の補助金です。

合　計

208,800

208,000

208,000

208,000

208,000

201,600

201,600

201,600

201,600

207,600

207,600

207,600

179,149

2,652,349

20,000

20,000

20,000

20,000

20,000

20,000

20,000

20,000

20,000

20,000

20,000

20,000

0

240,000

228,800

228,800

228,800

228,800

228,800

221,600

221,600

221,600

221,600

227,600

227,600

227,600

179,149

2,892,349

電気料金 修理代金 合　計 備　考
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あ
り
、
共
用
施
設
は
御
宿
台

利
用
者
が
負
担
す
る
管
理
費

で
維
持
さ
れ
、
他
の
行
政
区

に
な
い
特
殊
な
状
況
で
す
。

　

防
犯
灯
の
電
気
代
や
修
繕

費
も
管
理
規
則
第
二
十
五
条

に
基
づ
き
、
町
の
交
付
を
受

け
た
十
二
年
度
以
降
、
利
用

者
が
負
担
す
る
管
理
費
よ
り

管
理
会
社
か
ら
電
気
会
社
等

に
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
十
七
年
度
ま
で
は
町
の

補
助
金
を
管
理
会
社
に
支

払
っ
て
い
ま
し
た
。
十
八
年

度
、
町
の
補
助
金
を
管
理
会

社
に
支
払
う
こ
と
は
二
重
払

い
に
な
る
と
い
う
議
論
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

十
八
年
度
以
降
か
ら
、
区

は
管
理
会
社
に
町
の
補
助
金

は
支
払
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

補
助
金
は
区
の
会
計
で
受

け
、
区
の
振
興
を
目
的
と
し

た
運
営
費
と
し
て
活
用
し
、

区
の
会
計
は
総
会
で
報
告
し

承
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
こ
れ
は
防
犯
灯
に
対
す

る
補
助
金
で
あ
り
、
補

助
目
的
に
沿
っ
た
補
助
金
支

出
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

補
助
金
に
は
要
綱
が
あ
り

ま
す
。
防
犯
灯
の
電
気
代
、

修
理
代
、
保
守
点
検
、
こ
れ

が
補
助
金
の
目
的
で
す
。

　

平
成
十
二
年
の
補
助
金
交

付
時
に
、
町
が
移
管
手
続
を

と
り
、
東
電
へ
の
電
気
代
支

払
い
を
御
宿
台
区
に
し
な

か
っ
た
行
政
事
務
上
の
過
失

が
あ
り
ま
す
。

　

十
七
年
度
ま
で
管
理
会
社

に
迂
回
交
付
し
た
の
は
、
申

請
者
の
目
的
に
沿
っ
た
使
用

で
は
な
く
、
管
理
会
社
は
収

益
と
し
て
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

防
犯
灯
の
台
帳
で
、
御
宿

台
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
除
か
れ
て
い

ま
す
か
、
十
二
年
か
ら
二
十

三
年
ま
で
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
台
帳

を
作
成
し
、
電
気
代
は
管
理

会
社
が
支
払
っ
て
い
る
の
は

承
知
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
点
で
補
助
金
カ
ッ

ト
が
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た

は
、
東
電
へ
の
支
払
い
を
御

宿
台
区
が
し
な
か
っ
た
の

か
。

Ａ
御
宿
台
に
行
政
区
が
設

置
さ
れ
た
当
時
は
、
御

宿
台
に
全
部
で
五
百
八
十
基

近
く
あ
り
、
そ
の
中
の
百
基

分
に
つ
い
て
他
の
区
と
公
平

に
補
助
を
す
る
、
今
思
う
と

区
の
特
殊
性
の
認
識
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
御
宿
台
区

の
区
長
か
ら
も
、
そ
の
点
に

つ
い
て
の
協
議
、
説
明
は
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
あ
の
時
、
な
ぜ
二
年
間

留
保
し
て
い
た
か
は
、

連
絡
員
の
補
助
、
防
犯
灯
の

補
助
を
御
宿
台
は
管
理
会
社

が
や
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
連
絡
員
は
個

人
に
出
す
報
酬
だ
と
。
防
犯

灯
も
西
武
と
協
議
す
る
と
の

一
項
が
あ
り
、
私
た
ち
は
知

ら
な
い
ま
ま
管
理
会
社
に

な
っ
た
の
が
経
緯
で
す
。

　

十
七
年
度
ま
で
管
理
会
社

に
支
払
わ
れ
た
の
は
事
実
で

す
。
本
来
の
補
助
金
交
付
の

申
請
目
的
に
沿
っ
て
い
ま
せ

ん
。
防
犯
灯
と
し
て
支
出
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
町
が
防
犯
灯
の
補
助
と

し
て
支
出
し
た
交
付
金

は
、
十
八
年
度
以
降
そ
の
目

的
の
た
め
に
は
使
っ
て
い
ま

せ
ん
が
御
宿
台
区
は
、
利
用

者
が
納
め
た
管
理
費
で
防
犯

灯
も
支
出
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
管
理
会
社
に
利
用
者
が

支
払
っ
て
い
る
の
は
認

め
て
い
ま
す
。

　

御
宿
台
区
の
二
十
五
年
の

も
の
を
載
せ
て
あ
る
、
支
出

が
あ
る
か
。
そ
れ
だ
け
聞
い

て
い
ま
す
。

Ａ
防
犯
灯
の
電
気
代
、
そ

の
管
理
の
た
め
の
支
出

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
補
助
金
の
申
請
に
関
し

て
要
綱
の
十
一
条
、
行

政
区
で
管
理
す
る
防
犯
灯
の

番
号
と
電
気
料
を
言
っ
て
下

さ
い
。

Ａ
防
犯
灯
の
要
綱
十
一
条

第
一
号
、
二
号
は
行
政

区
の
申
請
書
に
添
付
す
る
行

政
区
で
管
理
す
る
防
犯
灯
の

電
気
料
、
防
犯
灯
の
数
に
つ

い
て
、
御
宿
台
は
補
助
申
請

書
に
加
え
て
、
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ

平成 13年度

保守点検

防犯灯修繕

街路灯修繕

電気料

小　計

保守点検

防犯灯修繕

街路灯修繕

電気料

小　計

保守点検業務

修繕業務

維持業務（電気料）

小　計

平成 14年度 平成 15 年度 平成 16 年度

平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度

平成 21 年度

御宿台 管理業務　収支報告書 2 ページの表

防犯灯の補助金が支給されてからも、管理会社が電気代・修理代全て支払いをしています。

240,000 240,000 252,000 252,000

586,055 915,190 782,905 887,321

70,500 102,020 4,673 128,667

1,976,913 1,863,700 1,985,138 2,043,704

2,873,468 3,120,910 3,024,716 3,311,692

309,750 315,000 315,000 315,000

671,314 1,690,254 1,934,927 1,522,748

18,270 7,875 55,545 21,756

2,183,087 2,271,557 2,292.892 2,628,824

3,182,421 4,284,686 4,598,364

315,000 315,000 320,000

950,000 687,000 860,000

2,300,000 2,204,000 2,600,000

3,565,000 3,206,000 3,780,000

4,488,328

315,000

850,000

100,000

2,370.000

3,635,000

街
路
・
防
犯
灯

街
路
・
防
犯
灯

街
路
・
防
犯
灯
施
設
の

維
持
管
理
業
務

科　目 予算額（a) 執行額（b) 差額（b-a)

事務費 150,000 130,142 -19,858

通信費 250,000 220,160 -29,840

印刷費 520,000 501,504 -18.496

什器備品費 100,000 0 -100,000

調査費 100,000 0 -100,000

委員手当 300,000 300,000 0

寄付金 100,000 60,000 -40,000

防災防犯費 300,000 183,508 -116,492

町内清掃費 120,000 97,953 -22,047

御宿台秋祭り 300,000 380,964 80.964

防災備品庫 500,000 0 -500,000

雑費 100,000 145,280 45,280

予備費 100,000 25,838 -74,162

小計 2,940,000 2,045,349 -894,651

次期繰越金 1,671,011 2,688,078 1,017,067

合計 4,611,011 4,733,427 122,416

（単位：円）平成 24 年度御宿台区決算　【支　出】

3 ページの表

御宿台区資料より

収入には防犯灯補助金が記載されています。
支出はゼロです。支出項目がありません。H18 年度以降 H24 年度まで防犯灯の補助金
の収入があって、支出がありません。
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Ｄ
化
の
時
に
補
助
対
象
の
防

犯
灯
の
電
柱
番
号
及
び
電
柱

の
位
置
図
の
提
供
を
受
け
て

い
ま
す
。
電
気
料
は
、
他
の

行
政
区
と
同
様
に
定
額
で
補

助
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認

で
き
る
と
い
う
認
識
で
、
前

回
、
は
い
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
添
付
書
類
の
と
お
り
、

一
五
五
基
、
電
気
代
は

西
武
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
が
支

払
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
情

報
公
開
で
も
ら
っ
た
も
の
で

す
。
電
気
代
は
な
く
、
支
払

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ａ
御
宿
台
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
前

は
約
六
百
あ
る
う
ち
の

百
基
分
に
つ
い
て
、
町
は
補

助
し
て
い
る
。
百
基
の
部
分

は
特
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
特
定
し
な
く
て
補
助
金

は
出
せ
ま
せ
ん
。
御
宿

台
は
管
理
し
て
い
な
い
、
支

払
っ
て
い
ま
せ
ん
。
区
は
会

計
で
支
出
項
目
は
な
い
と
認

め
て
い
ま
す
。

Ａ
百
基
分
に
つ
い
て
は
、

電
柱
番
号
は
特
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
平
成
十
七
年
ま

で
、
御
宿
台
区
か
ら
管
理
会

社
に
町
が
補
助
し
た
分
は
支

払
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
区
長
か
ら
聞
い
て
説
明

し
た
特
殊
要
因
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
こ
の
四
月
以
降
、
指

摘
を
受
け
て
わ
か
っ
た
こ
と

で
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
な
っ
た
時
に

は
、
所
有
者
か
ら
、
町
が
補

助
事
業
で
行
い
ま
し
た
の
で

町
の
名
義
に
す
る
た
め
に
移

管
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の

時
に
初
め
て
電
柱
番
号
は
、

百
基
特
定
で
き
ま
す
。
位
置

図
も
あ
り
ま
す
。

　

他
の
区
も
、
防
犯
灯
台
帳

が
あ
り
ま
す
の
で
、
補
助
申

請
、
要
綱
の
と
お
り
、
添
付

す
べ
き
で
す
が
、
町
が
確
認

で
き
る
と
い
う
意
味
で
御
宿

台
以
外
も
添
付
は
確
認
し
て

い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
御
宿
台
は
百
基
分
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も

支
出
が
な
い
ん
で
す
。

　

な
い
も
の
を
補
助
し
て
き

た
こ
と
は
認
め
是
正
し
て
下

さ
い
。

Ａ
要
綱
に
沿
っ
た
場
合
、

監
査
委
員
か
ら
も
、
区

と
協
議
し
て
指
導
し
て
い
く

よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
十
年
に
要
綱
が
で
き

て
、
現
状
が
そ
の
要
綱
と
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
は
、
認
識
し

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
七
ペ
ー
ジ
で
す
。
公
金

で
、
個
人
ま
た
は
民
間

会
社
が
公
有
財
産
を
維
持
管

理
し
て
い
る
例
を
挙
げ
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
全
国
的
に
調
べ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
な
い
と
思

い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
民
間
会
社
と
の
町
有
財

産
管
理
契
約
で
、
赤
字

計
上
さ
せ
て
ま
で
管
理
さ
せ

る
の
で
す
か
。

Ａ
七
ペ
ー
ジ
の
表
の
欠
損

額
は
、
町
有
維
持
管
理

以
外
の
も
の
も
含
め
た
数
字

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
御
宿

台
の
公
益
的
施
設
等
管
理
協

定
で
は
、
御
宿
台
区
に
あ
る

町
が
所
有
す
る
施
設
等
に
つ

い
て
、
西
武
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー

ズ
が
除
草
作
業
な
ど
を
行
う

こ
と
を
協
議
に
よ
り
町
が
承

認
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
現
金
負
担
が
そ
の
管
理

細
則
に
載
っ
て
い
ま
す

が
、
公
的
施
設
の
現
金
負
担

は
適
正
か
、
合
法
か
。

Ａ
御
宿
台
の
管
理
者
で
あ

る
西
武
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー

ズ
と
土
地
等
の
購
入
者
の
間

で
の
合
意
承
諾
に
基
づ
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

適
正
な
手
続
に
よ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
総
務
課
長
が
、「
御
宿

台
区
は
管
理
を
管
理
会

社
に
委
託
し
て
い
る
」
と
い

う
答
弁
を
し
ま
し
た
が
、
区

に
管
理
は
委
託
し
て
い
ま
せ

ん
。
行
政
区
は
そ
う
い
う
能

力
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、

財
産
目
録
を
見
て
も
管
理
さ

せ
る
も
の
は
な
い
で
す
。
そ

れ
は
利
用
者
個
々
と
西
武
鉄

道
あ
る
い
は
管
理
会
社
と
い

う
形
に
な
っ
て
、
行
政
区
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ａ
私
の
答
弁
が
誤
解
を
招

い
た
点
は
、
お
詫
び
し

ま
す
。

▲ 整備された美しい街並み

科　目 予算額 前年予算 前年対比 摘　要

会費 1,800,000 1,910,000 -110,000

316,000 316,000 0

60,000 60,000 0

170,000 140,000 30,000

130,000 0 130,000

1,000 1,000 0

2,477,000 2,427,000 50,000

2,688,078 2,184,011 504,067

5,165,078 4,611,011 554,067

町補助金 事務費、防犯灯補助

利息等

再生資源引取りによる収益

1口 1万円×13   2 口 2 万円×

西武プロパティーズ 1200 部（400 部×3回）広報誌販売

広告料収入

リサイクル

雑収入

小計

前期繰越金

合計

（単位：円）平成 25 年度御宿台区予算　【収　入】

御宿台区資料より
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（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
区
は
管
理
し
て
い
な

い
。
管
理
は
個
々
の
契

約
で
す
の
で
、
誤
解
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

管
理
を
任
せ
て
い
る
防
犯

灯
は
な
い
と
い
う
最
終
確
認

で
す
。
御
宿
町
防
犯
灯
設
置

及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
要

綱
第
十
一
条
の
一
、
二
、
添

付
書
類
が
な
い
。
こ
れ
で
よ

ろ
し
い
で
す
か
。

Ａ
要
綱
を
つ
く
っ
た
二
十

年
以
降
、
補
助
金
要
綱

十
一
条
の
一
、
二
の
添
付
書

類
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

た
だ
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
位
置
図
、

電
柱
番
号
も
認
識
し
て
い
ま

す（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
関
し
て
は
、

町
が
持
っ
て
、
西
武
プ

ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
が
電
気
代
を

払
っ
て
い
る
。
御
宿
台
区
は

払
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
い
い
で
す
ね
。

Ａ
町
が
移
管
を
受
け
た
電

気
代
は
、
西
武
プ
ロ
パ

テ
ィ
ー
ズ
が
管
理
と
い
う
こ

と
で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
二
十
四
年
度
の
補
助
金

も
電
気
代
と
し
て
は
支

出
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。

Ａ
二
十
四
年
度
、
区
が
町

か
ら
受
け
た
補
助
金

を
、
そ
の
目
的
で
補
助
金
の

防
犯
灯
の
目
的
と
し
て
支
出

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

御
宿
台
は
管
理
規
則
が
あ

り
、
利
用
者
の
管
理
費
の
中

か
ら
電
気
代
を
負
担
し
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
そ
れ
は
あ
な
た
、
あ
な

た
が
脱
法
行
為
を
認
め

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

補
助
目
的
に
支
出
を
し
な

い
で
い
い
と
い
う
こ
と
を
、

あ
な
た
は
認
め
て
し
ま
っ
た

ら
補
助
金
は
補
助
目
的
に
使

う
、
申
請
者
が
使
う
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
て
、
利
用
者

が
払
っ
て
い
る
の
は
私
た
ち

は
了
解
し
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
あ
な
た
は
脱
法
行
為
を

み
ず
か
ら
こ
こ
で
認
め
た
。

　

補
助
目
的
に
使
わ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
い
う
の
は
、
こ

こ
の
新
聞
に
い
っ
ぱ
い
載
っ

て
い
る
、
あ
と
で
読
み
上
げ

ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
。
区
は
補
助

目
的
に
使
っ
て
い
な
い
の

は
、
会
計
で
ず
っ
と
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
運
営

の
た
め
に
使
っ
て
い
る
と

言
っ
た
ら
行
政
事
務
費
と
一

緒
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ

を
あ
な
た
が
脱
法
行
為
を
区

が
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
こ
こ
で
認
め
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。
あ

な
た
が
脱
法
行
為
を
認
め
て

い
る
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
い

い
け
れ
ど
も
、
区
の
ほ
う
は

混
乱
す
る
。

　

二
十
年
か
ら
要
綱
が
で
き

て
補
助
目
的
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
中
で
、
あ
な
た
が
区

が
内
部
で
運
営
に
使
っ
て
い

る
と
言
っ
た
ら
、
そ
れ
は
区

は
責
任
を
と
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
あ
な
た
も
責
任
を

と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

脱
法
行
為
を
認
め
て
い
る
こ

と
。
あ
な
た
が
そ
れ
を
通
せ

ば
、
区
の
ほ
う
は
補
助
目
的

以
外
に
使
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
あ
な
た
は
、

補
助
目
的
以
外
に
使
っ
て
い

る
の
を
平
然
と
議
場
で
言
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
あ
な

た
が
、
脱
法
行
為
を
行
政
区

も
認
め
て
い
る
、
自
分
も
認

め
て
い
る
と
言
っ
た
ら
、
こ

れ
は
次
の
世
界
が
ど
う
移
っ

て
く
る
か
わ
か
る
で
し
ょ

う
。

　

安
全
と
安
心
の
た
め
、
不

審
者
の
た
め
、
そ
れ
と
御
宿

台
は
特
に
高
齢
者
が
多
い
。

だ
か
ら
御
宿
台
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
た

め
に
あ
れ
だ
け
の
防
犯
灯
が

必
要
だ
と
い
う
の
は
、
開
発

当
時
の
合
意
な
ん
で
す
。
そ

う
い
う
中
で
、
管
理
が
ど
う

の
こ
う
の
と
い
う
話
よ
り

は
、
あ
の
施
設
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

か
え
て
、
よ
り
安
価
に
し
て

安
全
な
形
に
整
え
て
い
く
と

い
う
の
が
今
後
の
課
題
な
ん

で
す
。
御
宿
台
地
区
だ
け
の

も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
防
犯
灯

は
御
宿
町
と
い
う
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
地
域
全
体
の
安
心

と
安
全
の
た
め
の
装
置
な
ん

で
す
。
そ
れ
を
、
支
払
い
が

ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
話
も

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

ち
ゃ
ん
と
公
金
だ
か
ら
是
正

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
今
後
防

犯
灯
に
対
し
て
は
、
石
田
町

長
は
前
回
そ
う
い
う
形
で
修

正
し
な
が
ら
町
で
責
任
を

持
っ
て
い
く
と
い
う
答
弁
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
か
ら

町
長
は
結
構
で
す
け
れ
ど

も
、
あ
な
た
の
答
弁
だ
と
条

例
に
基
づ
い
て
公
務
員
は
仕

事
を
す
る
の
に
全
く
違
う
も

の
で
い
い
と
言
う
の
な
ら
、

こ
れ
は
田
舎
の
議
会
だ
け
れ

ど
も
、正
式
な
定
例
議
会
で
、

行
政
区
も
脱
法
を
認
め
る

と
、
町
も
そ
う
だ
と
、
こ
ん

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
違

う
段
階
に
移
っ
て
い
く
。
管

理
の
話
も
そ
う
。
管
理
は
、

利
用
者
が
西
武
鉄
道
と
契
約

し
て
管
理
会
社
に
西
武
鉄
道

が
委
託
し
た
の
を
住
民
が
承

認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。た
だ
、

補
助
金
に
関
し
て
は
公
金
で

す
。
税
金
で
す
。
そ
れ
が
目

的
外
に
使
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
あ
な
た
自
身
が
こ
こ

で
認
め
た
ら
、
ど
う
い
う
こ

と
に
な
る
か
わ
か
っ
て
い
る

の
か
。

Ａ
御
宿
台
区
は
管
理
会
社

が
電
力
会
社
に
支
払
う

防
犯
灯
の
電
気
料
金
は
、
御

宿
台
利
用
者
が
負
担
す
る
管

理
費
で
す
の
で
、
他
の
行
政

区
と
違
い
特
殊
な
形
態
を

と
っ
て
い
る
こ
と
、
町
と
区

年　度

年 　 度

年 　 度

平成 12年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 合　計

平成 17年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

管理費実績

管理費実績

管理費実績

欠 損 額

約 20,000,000 21,309,500 18,545,000 22,897,665

18,093,934 16,208,539 18,251,693 21,003,376

35,829,805

21,416,904 19,742,290 20,973,143 20,768,050 20,700,000 295,739,899

▲5,380,000 ▲2,460,000 ▲3,480,000 ▲2,150,000 ▲3,420,000 ▲16,890,000

御宿台 公共施設管理費一覧表
平成 12年度～平成 25年度 7 ページの表

民間会社の管理会社が行っている町有財産の管理費の一覧です。利用者の納める管理費です。
（予算）
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と
の
間
に
管
理
会
社
が
あ
る

と
い
う
行
政
区
の
特
殊
な
事

情
を
充
分
に
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
こ
の
問
題
の

要
因
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
以
降
の
補

助
金
は
、
御
宿
台
区
は
管
理

会
社
に
町
補
助
金
を
支
払
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
補
助
金
は

区
の
会
計
で
受
け
、
区
の
振

興
を
目
的
と
し
た
運
営
費
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
住

民
負
担
に
対
す
る
補
助
自
体

が
不
適
切
で
あ
っ
た
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
現
行
の
要
綱
に
照

ら
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
点
が
あ

り
、
実
体
に
合
う
よ
う
御
宿

台
区
を
防
犯
灯
補
助
金
交
付

か
ら
外
し
て
、
別
の
行
政
運

営
経
費
補
助
へ
の
移
行
等
、

補
助
要
綱
の
見
直
し
を
含
め

今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
補
助
目
的
以
外
に
使
っ

て
も
い
い
と
い
う
答
弁

を
な
さ
れ
ま
し
た
。
区
が
運

営
に
使
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
認
め
ま
し
た
。
補
助
目

的
以
外
に
使
っ
て
い
い
と
い

う
条
例
は
ど
こ
に
あ
る
ん
で

す
か
。
私
は
そ
れ
を
注
意
し

た
わ
け
で
す
。
補
助
目
的
以

外
に
使
っ
て
い
い
と
、
そ
う

し
た
ら
全
て
が
い
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

私
の
言
っ
て
い
る
の
は
、

補
助
金
は
要
綱
を
つ
く
っ

て
、
だ
か
ら
多
賀
課
長
の
例

を
挙
げ
た
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
要
綱
以
外
に
、
目
的
以

外
に
使
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
の
は
、
大
竹
課
長
が
前

回
答
弁
し
て
い
る
。
そ
れ
を

あ
な
た
が
そ
れ
で
い
い
と
言

う
の
な
ら
、
監
査
も
何
も
必

要
な
く
な
る
。
補
助
要
綱
も

要
ら
な
く
な
る
。
私
の
言
っ

て
い
る
の
は
、
財
政
に
い
な

か
っ
た
か
ら
よ
く
わ
か
ら
ん

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

補
助
要
綱
に
沿
っ
て
補
助
金

を
出
さ
な
い
で
、
そ
れ
が
区

で
使
っ
て
い
い
と
い
う
の
な

ら
、条
例
な
ん
か
要
ら
な
い
、

要
綱
な
ん
か
要
ら
な
い
、
監

査
も
要
ら
な
い
。
こ
ん
な
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ａ
ご
承
知
の
よ
う
に
、
要

綱
は
平
成
二
十
年
四
月

に
制
定
さ
れ
ま
し
て
、
以
降

施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

要
綱
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う

状
況
が
出
て
き
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ご
質
疑

に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

御
宿
台
区
は
住
民
と
管
理
会

社
が
合
意
の
上
に
管
理
規
則

を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。
管

理
規
則
に
よ
っ
て
、
そ
う
い

う
特
殊
な
事
情
が
あ
る
。
ま

た
特
殊
な
事
情
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
認
識
が
行
き
届
か

な
っ
た
、
薄
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
私
は
総
合
的
判
断

で
、
今
、
申
し
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

何
度
も
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に

御
宿
台
の
関
係
者
が
何
人
も

い
ま
す
。
利
用
者
が
管
理
費

で
全
部
そ
う
い
う
感
じ
の
も

の
を
賄
っ
て
い
る
の
は
承
知

し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

事
は
補
助
金
に
か
か
わ
る
も

の
に
対
し
て
補
助
要
綱
に

沿
っ
て
い
な
か
っ
た
と
。
こ

れ
は
要
綱
が
で
き
た
二
十
年

以
降
の
話
を
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
が
、
そ
れ
で
い
い

と
い
う
の
な
ら
、
何
だ
っ
て

あ
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

れ
が
町
長
の
答
弁
で
す
か
。

要
綱
を
無
視
し
て
い
い
と
。

今
、お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、

要
綱
な
ん
か
関
係
な
く
て
そ

れ
は
そ
れ
で
使
っ
て
も
構
わ

な
い
ん
だ
と
い
う
町
長
の
答

弁
で
す
。
本
当
に
そ
れ
で
よ

ろ
し
い
ん
で
す
ね
。

Ａ
御
宿
台
区
に
は
、
そ
の

当
初
か
ら
平
成
十
二
年

か
ら
補
助
金
を
出
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
う
い
う
経
過
の

中
で
、
御
宿
台
区
民
の
皆
さ

ん
が
西
武
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ

と
合
意
の
上
、
形
成
さ
れ
た

管
理
規
則
に
則
っ
て
や
っ
て

お
り
ま
す
か
ら
、
私
は
そ
う

い
う
判
断
で
、
今
、
申
し
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
要
す
る
に
、
要
綱
に
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
は
認
め

て
い
る
ん
で
し
た
ら
、
要
綱

に
沿
っ
て
い
な
い
と
い
う
形

だ
か
ら
変
更
し
て
い
く
わ
け

で
し
ょ
う
。
要
綱
に
沿
っ
て

い
た
ら
そ
の
ま
ま
や
っ
て
い

け
ば
い
い
。
要
綱
に
そ
ぐ
わ

な
い
、
要
す
る
に
不
具
合
が

あ
っ
た
と
い
う
中
で
、
要
綱

ど
お
り
や
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
こ
れ
で
歴
然
と
し

て
い
る
中
で
、
管
理
費
で
御

宿
台
が
や
っ
て
い
る
の
は
こ

れ
は
も
う
皆
さ
ん
お
わ
か
り

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か

ら
、
そ
れ
は
ま
た
私
た
ち
御

宿
台
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ

こ
に
公
的
資
金
が
入
っ
て
く

る
の
は
、
ち
ゃ
ん
と
条
例
に

基
づ
い
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
条
例
に
基
づ
い
て
な

か
っ
た
、
ま
た
は
条
例
・
要

綱
が
な
か
っ
た
、
そ
れ
は
町

の
不
備
、
田
舎
の
町
だ
か
ら

と
い
う
話
で
は
な
い
。

　

そ
う
い
う
中
で
平
成
二
十

年
に
で
き
た
時
点
で
改
善
で

き
る
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
こ
が
一
つ
の
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
こ

の
補
助
目
的
は
そ
ぐ
わ
な

か
っ
た
と
い
う
中
で
、
そ
れ

が
正
し
い
と
い
う
話
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
い
い

と
い
う
話
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
た
ら
、
新
聞
沙

汰
な
ん
か
に
な
る
も
の
は
一

つ
も
な
い
で
す
。
補
助
目
的

に
沿
わ
な
か
っ
た
と
、
平
成

二
十
年
ま
で
、
要
綱
が
な

か
っ
た
か
ら
。
そ
う
い
う
中

で
、
添
付
書
類
も
検
査
も
何

も
し
な
か
っ
た
。
負
担
金
の

審
査
で
も
ス
ル
ー
し
て
い

た
。
事
務
上
も
改
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
点
だ

け
今
日
は
挙
げ
ま
し
た
け
れ

ど
も
。

　

そ
れ
で
、
や
は
り
要
綱
に

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
を
や
っ
て

い
た
、
そ
れ
が
区
の
運
営
に

使
っ
て
い
い
と
い
う
町
長
の

判
断
が
そ
れ
で
示
さ
れ
る
の

な
ら
、
要
綱
、
条
例
な
ん
て

御
宿
町
は
要
ら
な
い
で
す
。

要
す
る
に
、
脱
法
行
為
で
も

何
で
も
町
長
が
容
認
す
れ
ば

そ
れ
で
済
ん
で
し
ま
う
と
い

う
御
宿
町
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
た
だ
、
条
例
に
基
づ

い
て
執
行
す
る
形
の
も
の
が

で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

改
善
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

問
題
が
あ
っ
た
か
ら
改
善
す

る
ん
で
し
ょ
う
。

　

隣
の
大
竹
課
長
は
、
補
助
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金
は
申
請
者
が
事
業
目
的
に

沿
っ
て
使
う
と
答
弁
し
て
い

て
、
大
竹
課
長
の
立
場
が
な

く
な
り
ま
す
。
本
来
、
そ
れ

が
正
当
だ
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
。

　

特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
と

言
っ
た
と
し
て
も
、
補
助
目

的
が
な
か
っ
た
と
い
う
中
で

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
い
う

の
な
ら
、
あ
な
た
の
お
金

じ
ゃ
な
く
て
こ
れ
は
公
金
で

す
か
ら
、
公
金
が
そ
れ
で

通
っ
て
い
く
と
い
う
事
態
が

世
の
中
で
は
あ
る
の
か
と
。

私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
金
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
正
当
な
補
助
金

に
今
後
は
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
中
で
、
補
助
目
的
に
沿

わ
な
い
も
の
は
そ
れ
で
も
い

い
と
い
う
区
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
以
上
で
す
。

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

活
用
の
検
討
に
つ
い
て　

Ｑ
住
民
の
命
と
財
産
を
守

る
上
で
国
や
県
か
ら
の

情
報
、
町
内
の
き
め
細
か
い

防
災
情
報
、
通
信
手
段
の
確

保
は
重
要
で
す
。

　

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
初
め
、
あ
る
べ
き
方
向
を

見
定
め
、
最
小
コ
ス
ト
で
最

大
の
効
果
を
発
揮
す
る
計
画

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
防
災
行
政
無
線
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
な
ど
の
情

報
発
信
媒
体
は
独
立
し
て
お

り
、
媒
体
ご
と
に
情
報
発
信

操
作
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。　

　

登
録
制
メ
ー
ル
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
も
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
非
常
に
有
効
な
情
報
発

信
媒
体
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
多
様
な
情
報
発
信

媒
体
を
求
め
、
外
国
語
の
発

信
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
を
統

合
し
、
情
報
の
一
括
配
信
基

盤
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
日
本

語
だ
け
で
な
く
、
外
国

語
で
の
情
報
発
信
を
す
る
べ

き
と
思
い
ま
す
。
御
宿
町
は

国
際
観
光
都
市
で
す
の
で
、

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
他
の
市
町
村
で
も
外
国

語
に
よ
る
情
報
発
信
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
外
国

語
の
発
信
を
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
議
案
等
は
紙
ベ
ー
ス
で

す
が
、
デ
ジ
タ
ル
情
報

化
す
れ
ば
、
か
な
り
コ
ス
ト

削
減
で
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

電
子
化
を
ど
う
進
め
る
の

か
伺
い
ま
す
。

Ａ
国
・
県
、
町
に
お
い
て

は
、
既
に
電
子
メ
ー
ル

等
で
や
り
と
り
を
す
る
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
機
器
を
使
用
し
た
情

報
提
供
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

公
共
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
の
整
備
状
況
と
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
町
民
や
来
訪
者
が
、
情

報
を
検
索
し
や
す
い
環

境
を
作
る
た
め
、
駅
前
観
光

案
内
所
、
月
の
沙
漠
記
念
館

に
公
共
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

を
設
置
し
ま
し
た
。　

　

月
の
沙
漠
記
念
館
の
設
備

に
増
設
し
、
屋
外
ア
ン
テ
ナ

の
設
置
に
よ
り
中
央
海
岸
や

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
ま
で
通

信
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
光
契

約
の
あ
る
公
共
施
設
に
Ｗ

ｉ
ー

Ｆ
ｉ
設
備
の
設
置
を
し

ま
し
た
。
公
民
館
に
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
提
供
す
る
光

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
庁
舎
と
出
先

機
関
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
で

結
ば
れ
る
こ
と
か
ら
Ｗ
ｉ
ー

Ｆ
ｉ
設
備
の
必
要
性
を
検
討

し
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

主
な
事
業
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
事
務
に
つ
い
て

Ｑ
温
泉
地
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
お
い
て
域
経
済
循

環
創
造
事
業
交
付
金
千
三
百

五
十
万
円
、
事
業
期
間
が
平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一

日
で
す
。
創
造
的
事
業
に
対

し
国
が
支
援
を
行
う
も
の
と

理
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
す

か
。Ａ

地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
、
金
融
機
関

▲ 閲覧用パソコンやアクセスポイントを
　 導入しました

石
井
芳
清 

議
員
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の
資
金
を
活
用
し
、
経
済
を

循
環
さ
せ
る
も
の
で
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
観
光
協
会
は
、
社
団
法

人
と
な
り
、
他
の
事
業

体
を
視
察
し
て
も
、
自
立
し

観
光
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
温
泉
ま
ち
づ
く
り
事

業
は
本
当
に
機
関
決
定
さ
れ

た
内
容
な
の
か
と
思
え
る
と

こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
。

　

こ
の
温
泉
町
づ
く
り
は
町

長
の
公
約
で
す
。
そ
れ
を
ど

う
構
築
、
実
現
し
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

Ａ
こ
の
事
業
は
ど
う
し
て

も
成
功
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
町
と
観
光
協
会
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
温
泉
源

の
利
用
、
事
業
運
営
の
リ
ス

ク
軽
減
に
つ
い
て
、
観
光
協

会
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

　

通
年
観
光
を
目
指
す
上
で

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
こ
の
事
業
を
皆
様
方
の

協
力
に
よ
り
進
め
な
く
て
は

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
観
光
協
会
は
ど
の
よ
う

に
機
関
決
定
さ
れ
た
の

か
、
団
体
の
意
思
が
見
え
て

き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
業
を
進
め
る
上
で

大
事
な
事
は
、
既
存
の
温

泉
事
業
者
だ
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
団
体
、
人
が
構
成
し

観
光
協
会
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
事
業
展
開
の
資
金
が

交
付
さ
れ
た
ら
、
大
事
に
活

用
さ
れ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の

が
普
通
で
す
。

　

な
ぜ
協
会
員
の
中
で
不
協

和
音
が
出
る
の
で
す
か
。

Ａ
初
め
て
の
事
業
で
、
宿

泊
業
者
も
慎
重
な
面
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
温
泉
を

配
給
す
る
形
を
と
っ
て
い
ま

す
の
で
、
温
泉
源
を
決
定
し

な
い
と
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
せ

ん
か
ら
、
腐
心
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

▲ 青空の下での足湯

Ｑ
実
施
に
至
ら
な
い
場
合

は
、
ど
う
す
る
の
で
す

か
。事
務
と
し
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
補
助
金
は
ま
だ
交
付
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
の
取
り
下
げ
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
姉
妹
都
市
、
保
育
所
整

備
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
住
民
の
足
の
確
保

の
問
題
、
旧
岩
小
利
用
計
画

に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と

今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
メ
キ
シ
コ
の
テ
カ
マ

チ
ャ
ル
コ
市
と
の
姉
妹

都
市
協
定
は
、
臨
時
議
会
の

議
決
を
受
け
、
住
民
に
使
節

団
の
参
加
を
募
り
九
名
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
三
日
の
調
印
式

が
決
定
し
、
両
首
長
に
よ
る

調
印
を
皮
切
り
に
交
流
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。今
後
、

国
際
交
流
協
会
や
議
会
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
交
流
事

業
を
進
め
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ａ
保
育
所
の
整
備
事
業

は
、
四
月
に
保
育
所
施

設
等
建
設
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
議
会
、
保
育
所
の
保

護
者
、
学
識
経
験
者
等
に
よ

り
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

協
議
は
月
に
一
回
ペ
ー
ス

で
進
め
、
年
内
に
町
長
へ
答

申
の
予
定
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
十
月
を
め
ど
に
作
業
方

針
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
作
業
登
録
者
は
十

名
で
、
今
後
、
さ
ら
に
募
集

し
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ
車
社
会
の
進
展
や
過
疎

化
な
ど
に
よ
り
、
路
線

バ
ス
等
の
見
直
し
、
廃
止
が

相
次
ぐ
中
、
住
民
の
足
の
確

保
は
重
要
な
課
題
で
す
。
特

に
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
交

通
手
段
の
確
保
は
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
り

実
谷
、
上
布
施
地
区
か
ら
御

宿
駅
間
を
一
日
三
便
運
行
し
、

買
い
物
な
ど
の
交
通
手
段
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

基
礎
調
査
や
公
共
交
通
の

方
向
性
を
取
り
ま
と
め
る
た

め
公
共
交
通
活
性
化
検
討
会

議
を
設
置
し
、
住
民
の
現
状

と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、
二
千
人
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

岩
和
田
小
学
校
は
、
特
別

教
室
棟
と
体
育
館
を
残
し
、

体
育
館
は
住
民
等
に
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　

旧
岩
和
田
小
学
校
の
利
用

は
、
行
政
区
等
か
ら
提
案
を

い
た
だ
き
、
普
通
町
有
財
産

活
用
検
討
委
員
会
で
協
議
を

重
ね
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
、
多
目
的
利
用
の
施
設

と
し
て
の
活
用
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
を
踏
ま
え
、
耐

震
補
強
や
屋
根
の
雨
漏
り
改

修
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
は

メ
キ
シ
コ
二
つ
目
の
姉

妹
都
市
で
す
が
、
姉
妹
都
市

協
定
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

幅
広
い
交
流
の
中
で
、
地
域

へ
の
経
済
効
果
、
子
供
た
ち

の
未
来
に
向
け
て
の
教
育
な
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ど
に
も
繋
げ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
す
。

Ａ
バ
ル
カ
サ
ル
市
長
と
い

ろ
い
ろ
な
面
で
協
議
し

ま
す
。

　

テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
と
の

姉
妹
都
市
協
定
締
結
は
、
日

本
、
メ
キ
シ
コ
交
流
発
祥
の

地
で
あ
る
御
宿
町
と
墨
日
関

係
の
先
駆
者
で
あ
る
ド
ン
・

ロ
ド
リ
ゴ
の
生
誕
地
、
テ
カ

マ
チ
ャ
ル
コ
市
が
、
史
実
に

基
づ
き
深
い
絆
で
結
ば
れ
る

こ
と
、両
市
町
だ
け
で
な
く
、

両
国
に
と
り
歴
史
的
に
画
期

的
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
保
育
所
整
備
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
で
具
体
的

に
設
計
等
を
含
め
、
よ
り
専

門
的
な
内
容
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
の
推
移
を
伺

い
ま
す
。

Ａ
保
育
所
建
設
検
討
委
員

会
の
中
で
検
討
を
し
、

建
設
に
向
け
た
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
、
専
門
家
チ
ー

ム
を
設
け
る
と
い
う
話
も
あ

り
ま
す
が
、
現
在
、
町
長
答

申
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
す
が
、
御
宿
町

は
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
盛
ん
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。応
募
が
十
名
ほ
ど
で
、

意
外
に
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
辺
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど

う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

Ａ
シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン

ク
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
高
齢
者
が
対
象
と

い
う
方
向
づ
け
が
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
化
の
中
で
草
刈
り

等
の
作
業
は
、
従
来
か
ら
お

願
い
さ
れ
て
い
る
人
た
ち

が
、
あ
る
程
度
い
る
と
い
う

感
は
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
間
は
試
行
期
間
で
す

の
で
、
今
後
の
作
業
に
向
け

考
え
方
を
整
理
し
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

ゴ
ミ
処
理
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
ご
み
処
理
事
業
に
つ
い

て
広
域
事
業
の
進
捗
状

況
、
町
の
対
応
状
況
、
収
集

運
搬
計
画
、
住
民
へ
の
周
知

等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
平
成
二
十
二
年
十
二

月
、
建
設
予
定
地
と
し

て
い
す
み
市
山
田
地
先
を
、

平
成
二
十
三
年
十
一
月
、
建

設
費
や
維
持
管
理
費
、
管
理

費
等
に
係
る
構
成
市
町
の
負

担
割
合
を
、
平
成
二
十
四
年

度
に
施
設
の
規
模
等
に
つ
い

て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
生
活
環
境
影

響
調
査
を
行
い
、
中
間
報
告

を
含
め
、
秋
以
降
の
住
民
説

明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
造
成
工
事
と

し
て
、
建
設
予
定
地
の
測
量

及
び
地
質
調
査
を
行
い
、
粗

造
成
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

収
集
は
、
各
市
町
で
対
応

す
る
た
め
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

は
ご
み
処
理
施
設
に
移
行

し
、
収
集
車
両
の
基
地
、
木

枝
等
の
減
量
化
の
一
時
的
な

保
管
場
所
等
、
施
設
の
利
用

形
態
を
含
め
、
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

収
集
運
搬
計
画
は
、
推
進

委
員
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、

幹
事
会
に
お
い
て
、
現
在
の

道
路
状
況
に
よ
る
搬
入
ル
ー

ト
案
を
答
申
し
ま
し
た
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
こ
れ
ま
で
御
宿
町
が

培
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
分

別
は
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。　

　

資
源
を
大
切
に
す
る
施
策

を
町
は
基
本
に
置
く
べ
き
で

す
。そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

燃
焼
施
設
と
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
、
分
別
の
精

度
が
高
け
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ン
ト
も
よ

り
コ
ン
パ
ク
ト
に
で
き
る
た

め
、
資
源
化
の
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
協
議
の
中
で
提

案
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
搬
出
ル
ー
ト
は
地
区
内

が
基
本
で
、
隣
の
自
治

体
が
本
町
を
通
る
こ
と
は
、

今
の
調
整
状
況
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

Ａ
基
本
的
に
は
、
施
設
が

稼
働
す
る
時
点
で
道
路

の
状
況
と
か
、
稼
働
し
た
後

の
県
道
等
の
整
備
状
況
を
踏

ま
え
、
ル
ー
ト
の
変
更
等
は

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
各

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー

ト
で
、
現
在
調
整
を
し
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
公
聴

会
は
、
法
で
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。今
回
の
事
業
は
、

ど
う
い
う
レ
ベ
ル
に
な
り
ま

す
か
。

Ａ
公
聴
会
を
す
る
ア
セ
ス

メ
ン
ト
と
は
若
干
違
う

説
明
を
受
け
て
い
て
、
廃
棄

物
処
理
施
設
を
建
設
す
る
上

で
最
低
限
必
要
な
環
境
影
響

調
査
で
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
ご
み
袋
制
の
実
施
で
、

特
殊
袋
と
し
て
十
リ
ッ

ト
ル
袋
を
新
た
に
設
け
ま
し

た
。
今
年
、
夏
期
ご
み
の
状

況
、
数
値
を
報
告
下
さ
い
。

▲ 旧岩和田小学校体育館とグラウンド
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常任委員会委員・議会運営委員会委員
常任委員会・議会運営委員会、委員長・副委員長が選任されました。

平成 25年 10月 2日改選

総務委員会（定員 8名）
◎瀧口　義雄　　○滝口　一浩　　貝塚　嘉 	
　石井　芳清　　　中村俊六郎	 新井　明
　大地　達夫

教育民生委員会（定員 8名）
◎石井　芳清　　○大野　吉弘　　伊藤　博明	
　瀧口　義雄　	 小川　征	 圡井　茂夫
　滝口　一浩

産業建設委員会（定員 8名）
◎小川　征　　　○圡井　茂夫　　貝塚　嘉 	 　
　伊藤　博明	 　中村俊六郎　　新井　明
　大地　達夫	 　大野　吉弘

議会運営委員会（定員 5名）
◎伊藤　博明　　○大地　達夫　　石井　芳清	
　瀧口　義雄　　	 小川　征

常任委員会 ◎委員長・○副委員長

▲ きれいな街を守ります !

Ａ
夏
の
状
況
は
、
集
計
中

で
す
が
、
減
量
化
に
つ

い
て
は
、
夏
期
を
含
め
ト
ー

タ
ル
で
約
一
八
％
程
度
に
な

る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

特
小
袋
は
、
四
月
か
ら
販

売
し
、
販
売
数
は
八
月
ま
で

に
燃
え
る
ご
み
で
約
二
万
九

千
枚
、
資
源
袋
で
二
万
五
千

枚
で
す
。
生
ご
み
等
、
少
量

の
排
出
の
家
庭
が
利
用
し
、

少
人
数
世
帯
の
多
い
地
区
で

は
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

よ
う
で
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

わ
か
り
づ
ら
い
こ
と

と
、
年
齢
を
重
ね
る
と
、
色

の
識
別
が
非
常
に
難
し
く
、

細
か
い
字
が
見
に
く
く
な
り

ま
す
。
予
算
を
調
整
す
る
段

階
に
な
り
ま
す
が
、
具
体
的

に
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
平
成
二
十
五
年
度
の
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
町
内
業
者
の
寄
附
で
カ

ラ
ー
版
と
し
て
形
状
変
更
し

た
も
の
で
す
。

　

カ
ラ
ー
版
で
す
が
、
収
集

日
、
収
集
品
目
を
色
分
け
で

表
示
し
ま
し
た
の
で
、
見
づ

ら
い
、
色
の
識
別
が
し
に
く

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

改
善
を
図
る
た
め
、
収
集

日
程
欄
の
拡
大
、
色
分
け
部

分
へ
の
品
目
の
明
記
で
見
や

す
く
モ
ノ
ク
ロ
で
も
識
別
で

き
る
工
夫
を
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

「
農
」
あ
る
く
ら
し
づ
く
り

実
施
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
農
あ
る
暮
ら
し
づ
く
り

事
業
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ
農
あ
る
暮
ら
し
づ
く
り

事
業
は
、
農
林
水
産
省

の
新
規
事
業
で
、
都
会
の
方

が
家
庭
菜
園
程
度
の
「
農
」

に
興
味
が
あ
る
の
に
、
適
当

な
場
所
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
わ
か

ら
な
い
現
状
を
と
ら
え
、
気

軽
に
「
農
」
を
楽
し
め
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気

は
、
農
あ
る
暮
ら
し
づ
く
り

推
進
対
策
と
し
て
住
民
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
農
業
者
等
が
取
り
組

む
活
動
や
付
随
す
る
簡
易
施

設
の
整
備
費
と
し
て
単
年
度

で
四
百
万
円
、
二
カ
年
継
続

で
八
百
万
円
の
交
付
を
受
け

ま
す
。

　

お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気
が

行
う
農
を
繋
げ
る
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
は
、

様
々
な
理
由
か
ら
耕
作
が
困

難
と
な
っ
た
農
家
と
、「
農
」

に
親
し
み
た
い
住
民
な
ど
の

情
報
交
換
の
手
段
を
構
築
し

て
、
経
験
豊
富
な
農
家
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
受
け
な
が
ら
農
作

業
を
行
う
こ
と
で
、
農
地
の

活
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

町
と
し
て
も
、
農
地
の
保

存
と
活
性
化
の
た
め
、
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）
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選　

任

常
任
委
員
会
委
員・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
任
期
満
了
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
委
員
及
び

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報　

告

　
平
成
二
十
四
年
度
決
算
に
お
け
る
町
の
健
全
化
判
断
比
率
は
基
準
の

範
囲
内
で
あ
り
、
町
水
道
事
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
も

不
足
額
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
御
宿
町
消
防
団
第
二
分
団
の
ポ
ン
プ
車
の
更
新
を
行
う
も
の
で
、
備
品
の

取
得
を
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

【
契
約
の
相
手
方
…
…
日
本
機
械
工
業
株
式
会
社
】

【
取
得
価
格
…
…
…
…
千
七
百
四
万
三
千
六
百
円
】

　
地
方
自
治
法
お
よ
び
第
二
次
地
域
主
権
一
括
法
の
規
定
に
よ
る
関
係

法
令
の
改
廃
に
よ
り
、
国
等
へ
の
寄
付
金
等
の
支
出
制
限
が
な
く
な
る

た
め
、
財
産
の
交
換
、
譲
与
等
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
法
第
七

十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
審
議
会
と
し
て
条
例
の
制
定
を
し
ま
し
た
。

御
宿
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

備
品
の
取
得

備
品
の
取
得
に
つ
い
て

条
例
制
定

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
平
成
二
十
四
年
度
健
全
化
判
断
比
率
並
び
に

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

御
宿
町
財
産
の
交
換
、
譲
与
及
び

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

審議しました。日程第 2 号 （９月 1 １日）

選任２件、報告２件、条例制定２件、補正予算５件、契約の締結１件を審議し、全て可決されました。

財政健全化判断比率
健全化判断比率 平成24年度決算比率

実質赤字比率 －

連結実質赤字比率 －

実質公債費率 8.7%

将来負担比率 57.5%

資金不足比率
平成２４年度

該当なし（０%未満のため）
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補
正
内
容
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
大
会
関
連
事
業
補
助
金
、
住
宅
用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
経
費
の
補
助
金
、
小
中
学
校
教
育
振
興
備
品

購
入
、
人
事
異
動
・
本
年
七
月
以
降
の
給
料
の
減
額
に
伴
う
調
整
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
三
千
八
百
二
十
一
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
三
十
億
九
千

八
百
七
十
万
五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
補
正
内
容
は
、
御
宿
町
浄
水
場
の
故
障
に
対
応
す
る
た
め
の
修
繕
費

と
本
年
七
月
以
降
の
給
料
の
減
額
に
伴
う
調
整
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
算
の
営
業
費
用
を
二
百
三
万
円
増
額
し
、

水
道
事
業
費
用
の
予
算
総
額
を
二
億
七
千
八
百
二
十
万
九
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
補
正
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
額
決
定
に
伴
う
減
額
、
前
期
高
齢
者

支
援
金
額
決
定
や
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
及
び
国
庫
支
出
金
等
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
三
千
六
百
六
十
万
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
十
三
億
二
千

六
百
八
十
九
万
五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
補
正
内
容
は
、
保
険
料
及
び
督
促
手
数
料
等
の
精
算
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
十
一
万
六
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
一
億
二
千
三
百
八
十
九
万

三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
補
正
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
諸
費
の
増
額
や
、
前
年
度
実
績
に
伴
う

精
算
、
人
件
費
の
調
整
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
千
五
百
四
十
九
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
八
億
五
千
二
百

二
十
八
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
五
年
度
御
宿
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）

平
成
二
十
五
年
度
御
宿
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

平
成
二
十
五
年
度
御
宿
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

平
成
二
十
五
年
度
御
宿
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

平
成
二
十
五
年
度
御
宿
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

補正予算を可決しました。日程第 2 号 （９月 1 １日）
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主な歳入 主な歳出
営業収益　2 億 3,376 万 7 千円
営業外収益　　3,901 万　　 円

営業費用　2 億 6,934 万 9 千円
営業外費用　　　557 万 5 千円
特別損出　　　　　　　  　0 円

総額	 2 億 7,277 万 7 千円 総額	 2 億 7,492 万 4 千円

主な歳入 主な歳出
納付金　　　　324 万 5 千円
開発負担金　　　　　 　0 円

建設改良費　3,889 万 5 千円
企業債償還金　774 万 9 千円

総額　　　　　324 万 5 千円 総額　　　　4,664 万 4 千円

平 成 ２４ 年 度 決 算 状 況
一般会計・水道事業会計・特別会計の決算を認定しました。

一 般 会 計
歳入総額　３８億９，６８５万円（対前年度増減率 9.6％）

歳出総額　３６億９，２８８万円（対前年度増減率 11.8％）
公債費
388,594

　年度末給水戸数で3,727戸となり前年度比11戸増加したものの、年間総給水量は4.7％の減少となりました。
　浄水場ろ過池流量計及び損失水頭計更新工事、第 2 配水池次亜注入設備更新工事、第 1 配水池階段改修工事
などを行い、安心で安全な水道水の供給に努めました。

（一般会計）決 算 審 査 報 告
　一般会計における歳入歳出増額の主な要因は、御宿中学校屋内運動場建設事業によるものであります。
　財源別決算状況を見ると、自主財源の伸びは町税収入等で、前年比２．５％の増となりました。
　これに対し、依存財源は地方交付税の交付が減額されたことなどにより減となりました。
　町が保有する債権は地方税をはじめ公営住宅家賃や、保育料など多岐にわたるが、これら債権回収は厳しい
財政状況が続く自治体において、最重要課題となります。
　特に本町は自主財源割合が低く、財政的自立が困難である中、累積滞納額が増加傾向にあるため、健全な財
政運営を行うためには昨年度に引続いて大きな懸念要因となるものであります。
　今後も法令に基づいた徴収手法、特に人事配置も含めた徴収体制の強化が望まれます。
　終わりに、地方分権化が浸透し、市町村が地方自治に担う責務が増していく中で、行政には住民の視点に
立った行政手続き及び執行をひとつひとつの業務に対して真摯に取組み、住民が希望をもって暮らしていける
町づくりを遂行されることを切に期待します。

御宿町代表監査委員　　綱島　勝

 （９月 1 ２日）

日程第３号 

水 道 事 業 会 計  

収益的収支 資本的収支

歳入決算総額
38 億 9,685万円

歳出決算総額
36 億 9,288 万円

町税
978,988

地方交付税
1,075,519財産収入

15,438
国庫支出金
287,196

県支出金
178,129

町債
469,500

繰越金
251,996

その他
640,086

議会費　77,367

総務費
685,577

民生費
855,127

衛生費　527,973

農林水産業費　91,142
商工費
103,924

土木費
73,592

消防費
197,814

教育費
690,863

災害復旧費
914
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
　平成 24 年度における町の国民健康保険加入者は、年間平均で 3,276 人（対前年度比 0.9％増）、世帯数は
1,853 世帯（前年度比 1.4% 増）で、全住民の 41.2％、世帯では 51.2％という状況です。加入者数はやや増
加傾向で推移しています。

歳出　12億2,015万円
（対前年度増減率 6.9％）

　後期高齢者医療制度による被保険者は広域連合の区域内に住所を有する 75 歳以上の人及び 65 歳から 74 歳
の重い障害のある人が加入対象者となり、医療費の患者負担は一般で 1 割ですが現役並みの所得者は 3 割負担
となります。

歳入　1億1,410万円
（対前年度増減率 4.0％）

歳出　1億1,402万円 
（対前年度増減率 4.0％）

▲ 昨年６月、御宿町にホームスティした日墨学院の皆さんと

 （９月 1 ２日）日程第３号 

歳入　13億745万円
（対前年度増減率 5.9％）

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

　本年度は第５期介護保険事業計画の初年度となりますが、介護（予防）サービスの適正給付と地域包括支援
センターによる、予防事業やケアマネジメント・総合相談・権利擁護事業等の地域支援事業等を展開しました。

歳入　8億4,693万円
（対前年度増減率 9.5％）

歳出　8億2,829万円
（対前年度増減率 10.2％）

介 護 保 険 特 別 会 計
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平成 25 年 10 月 23 日 メキシコ合衆国テカマチャルコ市と姉妹都市締結をしました。

　日本国千葉県御宿町とメキシコ合衆国プエブ
ラ州テカマチャルコ市は、住民間の文化・教育・
芸術・スポーツ・環境・経済などの相互交流を
通じ、両自治体が長年にわたり培ってきた篤い
友好の絆に基づき、更なる相互理解と友好関係
を強化し、熱意をもって日本国とメキシコ合衆
国の友好関係への貢献を願い、幅広い分野にお
ける姉妹都市関係を結ぶべく、姉妹都市協定に
署名する。

姉妹都市締結協定書

▲ 協定書に署名する中村議長

　テカマチャルコ市の人口は 73,000 人と、御
宿町の約 10 倍の人口で、産業は農業を中心と
する市です。
　御宿町にとって、テカマチャルコ市は 1609
年の史実の主人公ドン・ロドリコ・デ・ビデロ・
イ・アベルサの生誕地であり、御宿町は歴史的
出来事の発祥地であり、日本・メキシコ交流の
発端の地です。
　メキシコ友好使節団が到着すると、1,000 人
を超える市民の歓迎を受けました。
　サンフランシスコ修道院前庭において、400
人の市民、関係者の見守るなか、調印式が行わ
れました。

▲ 昨年６月、御宿町にホームスティした日墨学院の皆さんと

　今後、支倉常長「慶長遣欧使節団」400 周年
記念事業の一環である青年交流事業が行われる
予定です。
　日本メキシコ交流基金を活用した青年交流事
業等について、協議されました。

▲ テカマチャルコ工科大学にて

姉妹都市締結しました。

姉妹都市締結協定書



22

三洋物産 インターナショナル サーフレスキューチャレンジ２０１３が行われました。
平成２５年９月２０日、各国のライフセーバーの皆さんと町内小中学生で、交流を深めました。

　９月１６日～２４日　中央海岸でライ
フセービング国際大会が行われました。
　世界７ヶ国から選手が来町し、ライフ
セービングの熱い戦いが繰り広げられま
した。
　２０日は、御宿中・御宿小・布施小
の皆さんが日本文化で、選手の皆さんを
お・も・て・な・し！
　その後、選手の皆さんから、ライフ
セービングの楽しさを教えていただきま
した。

▲ 給食はいかがですか？

　御宿小学校では、御宿・布施小学校合同でゲー
ムや「御宿音頭」を一緒に踊りました。
　御宿中学校では、剣道、柔道、書道、琴、折紙、
ソーラン節など日本古来の文化を披露し、交流
を深めました。
　たくさん体を動かした後は、おいしい給食を
一緒に食べました。

▲ みんなで一緒に、はい！ポーズ

▲ ライフセーバーのお兄さんと

　午後からは中央海岸にて、ライフセービングの
基本を学びました。
　ビーチ班はビーチフラッグ、オーシャン班はレ
スキューチューブを使い、実際に海に入り救助方
法を学ぶと大きな歓声があがりました。
　大勢の世界のトップアスリートとふれあうこと
により、子ども達の国際感覚が磨かれ未来へつな
がる一日となりました。

３月上旬

御宿町トピックス
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８月
　２日　夷隅郡町村議会議長会研修会
　５日　議会運営委員会 ( 第 6 回 ) 
　６日　臨時会（第２回）/ 議会だより編集委員会
　　　　議員協議会（第 10 回）
２０日　例月出納検査
２２日　教育民生委員会協議会（第 8 回）
　　　　総務委員会協議会（第 4 回）
　　　　産業建設委員会協議会（第 4 回）
２８日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会
　　　　定例会（第 2 回）
　　　　夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会
　　　　全員協議会
２９日　議会運営委員会（第 7 回）
　　　　産業建設委員会協議会（第 5 回）

１０月
　１日　中央国際高等学校開校式
　２日　総務委員会（第 1 回）
　　　　産業建設委員会（第 1 回）
　　　　教育民生委員会（第 1 回）
　　　　議会運営委員会（第 9 回）
　　　　議員協議会（第１２回）
　　　　議会改革と政策提言委員会（第５回）
　６日　「日西墨友好の絆」記念式典
　８日　教育民生委員会協議会（第９回）
１２日　御宿・岩和田保育所運動会
１５日　夷隅環境衛生組合議会定例会（第 2 回）
１６日　例月出納検査
　　　　地域公共交通活性化検討会議
１７日　国保国吉病院議会定例会（第 2 回）
　　　　布施学校組合議会定例会（第 2 回）
１８日　教育民生委員会協議会（第 10 回）
　　　　産業建設委員会協議会（第 7 回）
２８日　千葉県後期高齢者医療広域連合議会
　　　　議会運営委員会 / 全員協議会
３１日　保育所施設等建設検討委員会

９月
　１日　防災訓練
　４日　中央国際学園現地視察
　　　　御宿台区への防犯灯補助金及び開発業者から
　　　　御宿町へ移管された施設等の管理に関する
　　　　委員会（第 3 回）
　５日　町普通町有財産活用検討委員会
　６日　夷隅郡市広域ごみ処理施設建設
　　　　推進委員会
１０日　定例会（第 3 回）
　　　　議会運営委員会（第８回）
１１日　定例会（第 3 回）
　　　　産業建設委員会協議会（第 6 回）
１２日　定例会（第 3 回）
　　　　議員協議会（第 11 回）
１３日　敬老会
１４日　布施小学校運動会
１８日　保育所施設等建設検討委員会
１９日　例月出納検査
２０日　地域公共交通活性化検討会議
　　　　議会改革と政策提言委員会（第４回）
２７日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合
　　　　例月出納検査

皆さん 傍聴に来てください

手続きは簡単！
3階で住所と名前を書くだけです。

次の定例会予定

３月上旬

議会議員活動情報
（平成 25 年 8 月～ 10 月）

町 議 会 議 員 の 出 席 し た 本 会 議・ 委 員 会・
協議会・行事などを紹介します。
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＊町ホームページでは、トップページ、御宿町議会から議会スケジュールや議会情報等がご覧いただけ
ますので、ご利用ください。町ホームページアドレス　http://www.town.onjuku.chiba.jp/　

平成２５年９月１日 (日 )　
総合防災（津波）訓練が、布施小学校をメイン会場として行われました。
津波避難訓練を実施した浜区・六軒町区自主防災組織や岩和田区民、巨大地震発生に伴う
土砂災害・家屋倒壊避難訓練を実施した高山田区・実谷区・上布施区・御宿台区自主防災
組織や地域の皆さんの参加がありました。

議会活動日記
有事に備え、総合防災訓練に参加しました！

全国各地でゲリラ豪雨、竜巻等が多発してい
ます。
災害時の持出品や公共機関からの災害情報を
確認し、早目の災害対策を心がけるようにし
てください。
備えあれば憂いなしといいます。日頃の心が
けが大切です。

非常時に備え、総合防災訓練に参加しました。　
～布施小学校にて～

AED の使い方も習いました !

自分たちの地域は自分たちで守るという自覚、
連帯感に基づき自主的に結成する組織です。

自主防災組織とは…

議会事務局メールアドレス　gikai@town-onjuku.jp　　℡　０４７０－６８－２５１５
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